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1. は じ め に 

日 本 語 の 単語 や 遠 続 音声 認識 を 行う た め に 

CV 音節 を スポ ッ テ ィ ング する 方 法 が ある 。 

我々 は 先 に 時 間 惨 れ 神 経 回 路 網 (Time-Delay 

Neural Network:TDNN) が 非常 に 高い 認 護 率 

(bdg タ スク で 98.6%) が 得 ら れる こと を 示し た 

[1]。 本稿 で は 、TDNN を 音節 スポ ッ テ ィ ング に 

適用 し た 検討 語 果 を 示す 。 

従来 、 音 節 (Demisyllsble) の スポ ッ テ ィ ング を 

ニュ ー ラ ルネ ッ ト を 用 いて 行っ た 実験 と し 

で SYS "の" "WP 7 写 " 
、" シ "の 7 音節 の 実験 [21 が ある が 、 カ テ ゴ リ ー 

数 が 限ら れ て いる 。 日 本 語 の 約 100 音 人 節 の ス 

ポッ ティ ング に 適用 する た め に は 、 多 く の カ テ 

: ゴリ ー を 扱え る ニュ ー ラ ルネ ッ ト を 区 何 に 構成 

する か の 問題 点 が ある 。 
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音節 スポ ッ テ ィ ング 用 TDNN 

我々 は 、 日 本 語音 声 中 の CV 音節 を スポ ボッ ティ 

ング する た め の ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク と し 

て 、 あ る 音節 と その 音節 以外 と を 議 別 する も の 

を 構成 する 。 も し 、 こ の よう な ネッ トワ ー ク が 

学習 で き 、 精 度 良く 音節 を スポ ッ テ ィ ング する 

こと が 可能 と な れ ば 、 音 節 数 だ け の ネッ トワ ー 

ク を 用 意 す る こと に より 、 原 理 的 に 全て の 音節 
を スポ ッ テ ィ ング する こと が 可能 と な る 。 し か 

し 、 あ る 音節 以外 の 学習 デー タ を 区 何 に 選択 

し 、 ニ ュー ラル ネッ ト に 学 理 させ る か は 一 つの 

大 き な 問題 で ある 。 

今回 は 、 日 本 語 の 単音 節 の 一 例 と し て "BA" を 
取り 上 げ る 。"BA" 以 外 の 音節 と し て は 約 100 音 
節 存在 する が 、 全 て を 使用 する こと は 学習 上 の 
効率 か ら 好 まし く な い の で 、"BA" と コン 
ヒュ ー ジ ョ ン を 起こ し 易い と 考え られ 

る "DA" "GA "PA""TA""KA" の 5 音節 を 使用 

する 。 

2. 音節 スポ ッ テ ィ ング 用 TDNN の 学 司 思
 

図 1 に 、 音 節 ス ポッ ティ ング 用 の TDNN を 示 
す 。 学習 用 の サン ブル と し て は 、 重 要 語 5240 単 

語 中 の 半数 か ら "BA" を 含む 単語 53 語 を 抽出 

し 、?BA" の 部 分 15 フ レー ム (10ms 周 期 ) を 切り 
出し た 。 尚 、 特 徴 パ ラメ ー タ は 16 次 の FFT メ ル 
スペ クト ラム で ある 。 
"BA" 以外 の 音節 と し て 、“"DA", “GA, "PA"。 

"TA", "KA" を 含む 単語 の 該当 斉 節 部 分 15 フ レー 

ム を 同様 に 切り 出し た 。 学習 サン プル 数 は 全音 
で 1014 童 節 で ある 。 学習 は 、Back-Propagation 

学 王 則 [3] に 従っ て 行っ た 。 

3. 音節 スポ ッ テ ィ ング 実験 
図 2 に 音節 スポ ッ テ ィ ング 実験 の 様子 を 示 

す 。 未 知 入力 音声 中 を 、 図 1 の TDNN を 3 フレ ー 

ム ず つ シ フト し な が ら ス キャ ン し た 。 教師 デ - 

タ の 与え 方 と し て は 、"B" と "A" の 境界 と 、 図 1 
の TDNN の 中 心 と の ずれ が 一 定時 間 内 (30ms な い 

し 50ms) の と き に "BA" と し た 。 但 し 、 境 界 の 蘭 
昧 な 部 分 は 評価 対象 か ら 除 外し た 。 未知 入 力 音 
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声 の 部 分 が "BA" で ある か "non-BA" で ある か 
の 判定 は 、 出 力 ユ ニッ ト の 値 03o(BA),o(non- 
BA) ミ 1 を 用 い 、 次 の 判定 条件 に 従っ て 決定 し 

導 。 

< 判定 条件 > 

1. o(BA) >o(non-BA) な ら "BA" と 判定 

2. o(non-BA) >o(BA) な ら “non-BA" と 判定 
表 1 と 表 2 に スポ ッ テ ィ ング の 実験 結果 を 示 

す 。 評 価 用 の 単語 と し て は 、 学 習 用 の 単語 と は 
異な る "BA" を 含む 61 単 語 を 用 いた 。 表 3 に 一 覧 
表 を 示す 。 "BA" 以 外 の 音節 は 138 音 節 あ る 。3 

フレ - ム ずつ シフ ト し た 時 の サン ブル 数 は 、 
BA" が 156 個 、"non-BA" が 1018 個 で ある 。 音 

節 サ ン ブ ル の 同定 率 は "BA" が 83.3% 、“non- 
BA" が 98.7% で ある 。 ま た 音 委 単 位 で は 、*"BA" 

は 95.1% の 確率 で 同定 で き 、"non-BA" は 99.3% 
の 確率 で 抑 庄 で きた 。 音 招 単 位 で の 誤り は 語頭 

の /a/(ashiba) 、 語 中 の /ba/ ( keibatsu, shibaraku, 

jibaN) で 生じ た 。 

全 まとめ 

日 本 語 の 音節 スポ ッ テ ィ ング の 検討 を TDNN 

を 用 いて 行っ た 。 あ る 音節 と それ 以外 の 音節 を 

識別 で きる よう に 学習 し た ニュ ー ラ ルネ ッ ト を 

用 いて ある 音節 ( 例 :"BA") を 95% 識 別 で き 、 他 

の 音節 を 99.3% で 抑圧 で きる こと を 示し た 。 こ 

れ に より 、 他 の 音節 検出 用 ニュ ー ラ ルネ ッ ト を 
用 意 し て お け ば 、 任 意 の 音節 の スポ ッ テ ィ ング 

が で きる 可能 性 を 示し た 。 
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2. 単音 節 の スポ ッ テ ィ ング 実験 

表 1.CV スポ ッ テ ィ ング 結果 (音節 単位 ) 

音節 名 BA non-BA 合計 

半 節 数 61 138 199 

音節 同定 58/61 137/138 195/199 

率 (95.1%) (99.3%) (98.0%) 

表 2.CV スポ ッ テ ィ ング 結果 (サン プル 単位 ) 

音節 名 BA non-BA 合計 

サン ブル 156 1018 1174 

数 

音節 サン 1307156 1005 1135 

プル 同定 | (83.3%) 71018 71174 

率 (98.7%) (96.7%) 

表 3. "BA" を 含む 単語 リス ト ( 評 価 用 ) 

ashiba arubamu ichiba iwaba ubau oohaba 

oba obasaN kabaa kabaN gaNbaru kubaru 

keibatsu ketobasu geNba kouba koubaN 

kokubaN kobamu koNbaN saibaN sakubaN 

satsubatsu sabaku shibaraku shoubai shokuba 
jjbaN juNbaN subarashii sokubaku soba 

tachiba tatoeba taba tabaneru tsubaki 

tsubame tebanasu toubaN nobasu habakaru 

bai baikai baishuu bakugeki bakudai 

bakuhatsu baketsu basho bachi batsu 

bameN baN baNbumi baNchi hyoubaN 

mabara meNbaa yakuba yabaN 
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